
」

さ
さ

リ

(1,2)と(3)の配分？これから研究を始める人向けの会議
(3)の細かい話があります。
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１．標準モデルヒッグス研究の概要

Yt





LHCでのヒッグス生成断面積

Gluon Fusion

VBF

LEPで
棄却

Ｗ・Ｚとの随伴生成

Top/bottomとの随伴生成



Higgsの崩壊過程
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Higgsは
重い物に
よく結合する
-> 湯川結合
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ZZが優等生、でも全体に湯川関係の研究がしにくい(Yt loop)
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（１）文句のない発見を素早くやる
　　　文句がないー＞　有為である。（S/N改善する研究）

（２）質量の起源であるー＞結合定数を測定して
　　　　　　　　　　　　　質量に比例しているか？
　　　　　　　　　　　　　ゲージ粒子とフェルミオンに共通
　　　　　　　　　　　　　の質量起源か？

（３）ヒッグス質量の測定　（綺麗なPeakとＢＧの理解）

（４）スピン、ＣＰ、崩壊幅、崩壊率の精密測定



（１）文句のない発見を素早くやる
　　　文句がないー＞　有為である。（S/N改善する研究）

（２）質量の起源であるー＞結合定数を測定して
　　　　　　　　　　　　　質量に比例しているか？
　　　　　　　　　　　　　ゲージ粒子とフェルミオンに共通
　　　　　　　　　　　　　の質量起源か？

（３）ヒッグス質量の測定　（綺麗なPeakとＢＧの理解）

（４）スピン、ＣＰ、崩壊幅、崩壊率の精密測定



（１）文句のない発見を素早くやる
　　　文句がないー＞　有為である。（S/N改善する研究）
　　　　　＊ よ
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（２）質量の起源であるー＞結合定数を測定して
　　　　　　　　　　　　　質量に比例しているか？
　　　　　　　　　　　　　ゲージ粒子とフェルミオンに共通
　　　　　　　　　　　　　の質量起源か？　（誤差、精度）

レ
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実験的には不十分：　より現実的な準備を
　　　　　　　　　　始める段階



我々が拘ってきたこと

１．誰が何と言っても
　　First　Discovery 

２．Peakを作るモード
        (確実な発見と表裏一体）
　　（青、赤、黄色）

３．ＳＵＳＹを信じて
　　軽い＜１４０GeV
       Higgsをターゲット
　　（青、黄色）

４．Yukawa結合の測定
　　（紫色など）　　

３．これからの課題（我々の取り組みを中心）を整理



3-1  GF とVBF　Higgs -> γγ

ぜ ㈻

ゝ

Gluon fusion,VBF  Higgsが出来て、

Jet は問わない (主にgg)

VBF(high Pt jet 2本)

あわせ技　high Pt jet １本
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(1) Fakejet (π0 / gamma=3)
      Isolation 

(2) γの再構成と分解能

40%程度のγはeeにconvert
これの再構成
このチャンネルの鍵は
分解能(E,角度）と再構成能力

M２＝２ET1ET2 ( cosh(δη)-  cos(δφ))
Ｅと角度η（eeになるとZがよく決まる）     

(3) BG はデータで評価しやすい



! 

" /E =
10%

E
+ 0.7%

Pileup+noise RMS  0.4GeV(3*7 cell)! 

" /E =
2.7%

E
+ 0.5%

CMS
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τが再構成→Higgsが再構成

どっちかのτが
Leptonic decay
(35%)
-> Trigger

ＭＨ=120GeV
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τが再構成→Higgsが再構成

Et_miss
=見えている粒子を全部
Vector的に足したものの
反対方向（横成分）
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Missing Etの評価 基本的に全てのカロリーメータがwell calibratedで
ないといけない。
Resolutionの確認は … 
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筑波の中村君挑戦
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M>200GeVだとspin,
CPの直接測定が可能



MＨ=160GeV
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3-5  結合定数の測定
　　Discovery channel以外も出来る限り測定
　　Gz:Gw:Yt:Yb:Ytauが本当にＳＭと一致するか？
　　質量の起源か？　EconomicalにGauge とFermionが共通か？
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3-5  結合定数の測定の課題
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Fake Leptonの評価

4b: btag の向上とloose B-tagの利用
４つのBのうち、HiggsからのBを見つける方法
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Ｙｂが決まらない！！



4jet終状態 QCD BG大きい Trigger!

新しい試み：
WHjj (上の図にWを加えて）
Trigger　pass 、ＢＧもsuppress出来る.

ー＞　現在　fast 解析を始めたところ
   signal σ＊Br=10fb
　BG Wjjbb (g*->bb)  (ME 4jetも、現実的に生成可能な社会になっ
　た。終状態６つも生成している）

Triggerへの挑戦 (次のページ）
特に soft muonを使ったB-jet trigger？
（Muon triggerを作ったので
　　　アドバンテージ）



ATLAS Level-1 Trigger  (KHz)



ATLAS High Level Trigger  (Hz)



•測定精度0.1%
  Calib 絶対精度 が主な
誤差.

Higgsのmass

! 

2"v

4次の係数で
外側の壁の傾き



For 6000 fb-1 (SLHC)

Δλ ∼ 19% for 170 GeV MH

Higgs  Self-couplings

σ×Brが小さい
High Luminosityが
必要
ー＞SLHC
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軽い、SMに似ている性質 H,Aは縮退 H+-=SQRT(H2+Mw2) 
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Aが大きい
hはSMと同じ
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H/A生成

tanβ

10

tanβを測定する重要なチャネル
軽いhがLEP見えない->大きなtanβ



←　μのyukawa*tanβ
分解能が高いので。
第２世代のYukawaを見るチャンス

←　tanβ２で数が
増えるので見える

４bも可能？
L2がまだ

B-tag
Tau-tag
の改良



Ｈ＋－

(t,b)   Br=90%
(τν)  10%

! 

tan" # m
t
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b
の時suppress



Ｈ／Ａ／Ｈ＋－->　ＳＵＳＹ粒子への崩壊

（ＡＴＬＡＳ）　解析していない
（ＣＭＳ）　ＳＵＳＹ何点かについての研究

　系統たってＳＵＳＹとHIGGSを合わせて
　研究していない。　



６．まとめ

急ぎ足で、簡単な現状のまとめと今からの研究課題
の提案をしました。
（１）ＶＢＦ　ττの研究　（Full tau,MetはＳＵＳＹにも応用）

（２）ＶＢＦ　γγの研究　 gammaの研究　Fake, conv. (Full)　

（３）湯川の研究　（一部 Fast　一部はTrigger
　　　　　　　　　　 一部Full  で fake lepton, b-tag (SUSY))

（４）ＭＳＳＭ Higgsと　ＳＵＳＹ ( Fast)
　　　b-jetのenergy flow (Full)

研究したい課題がありましたら、ご相談ください。



Jetのcalibrationについて
•Beam testの結果で約5-10%の精度
•τ→ｈν　E/p=1 (bias < 0.8% π０の混入）
　 E=20-250GeVの領域
    320kevent/10fb-1　　
•tt→bbWWのW→jjを使う。一年で45k 
 E<200GeVまで。高いと1本に見える。
•Zj  Zとjetのバランスでhigh Ptの領域

＝＞　1%の精度が可能 (H1 style)


